ガッコウ キョウイク ニオケル ショウガイ ガクシュウ ト チイキ カッセイ : チイキ カッセイ ニ ツナガル ミンゾク ゲイノウ ノ コウサツ オ フクメテ by 佐藤  義正
学校教育における生涯学習 と 地域活性
一 地域活性につながる 民俗芸能の考察を含めて ー
学校力開発コ ース (1 1 22091 5) 佐 藤 義 正
近年の クやロ ーパル社会においては， 情報通信技術の加速度的発達も相ま っ てモ ノ ， 人， サ
ー ビスや情報が世界を舞台に活発に行 き 来 してい る。 一方で地域に視点を置いた際， 変化
する社会の中で人材流出や産業の停滞感な ど と いっ た課題に直面 しつつあ るO こ の よ う な
現代社会にあっ て地域お よ び、そ こ に住む人々 は どの よ う な将来の在 り 方や 自 己の在 り 方を
描 く こ と ができ る のか。 本研究は生涯学習 を切 り 口 に， 学校教育 と してのその接続の仕方
と そ こ か ら の地域活性の可能性を民俗芸能に見出 し結びつ け よ う と す る も のである。
[キー ワ ー ド] 生涯学習， 自 己実現， 地域活性， 民俗芸能
1 問題の所在 と 方法
ポール ・ ラ ングラ ンは 『生涯教育入門� (原著
1970) の冒頭で諸変化の加速について次の よ う に
言っ てい る。
人は， こ こ 十年毎に， 以前の解釈では も
はやこ と 足 り な く な る ほ どの大変化を呈
する よ う な， 物的， 知的， 道徳的世界に
対面 させ られている。 他方， 精神は諸構
造の発展 と の関係で， し ば し ば遅れを と
っ ている。
ラ ングラ ンに よ れば， こ の よ う な変化する世界
に あ っ て現実を認知する努力 を怠れば生 き てい く
環境の 中で異邦人 と な っ て しま う 。
2 1 世紀に入っ た現在の世界で、は諸変化の加速
は一層著 しい。 情報化の急速な進行や国家間の政
治的経済的連携の強化， 世界的金融危機な ど大き
な変化があ る 。 かつて正規雇用 と 終身雇用 が 当 た
り 前で、あ っ たが， 2010 年には非正規雇用 が若者世
代の約 3 1. 5%を 占めている。 こ こ では個人の生き
方に機敏性や柔軟性が一層求め られて く る。 そ こ
に ラ ングラ ンの示すよ う な豊かな 自 己実現を 目 指
し生涯にわた り 学び続け る 生涯学習の意義 と ， 変
化に対応 して 自 ら の役割を選択 し行動 し続けてい
く こ と につなが る キ ャ リ ア教育の意義が見出 され
る。 なお 「キャ リ ア」 と は， I人が， 生涯の 中で様々
な役割を果たす過程で， 自 ら の役割の価値や 自 分
と 役割 と の関係 を見いだ してい く 連な り や積み重
ね」 である。 (文部科学省 『高等学校キャ リ ア教育
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の手引 き�， 201 1) 
他方， こ の よ う に変化の著 しい現代世界におい
て， 地域の将来に向 けての在 り 方に も課題が あ る。
特に大都市圏でない地域は， 人材の流出に よ る人
口 の減少お よび高齢化， 一部では地域商盾街の衰
退に見 られる産業の停滞感 と し 、 う 課題に直面する。
本研究では， 学校教育で展開 さ れている高等学
校の生涯学習に着 目 を し， どの よ う な こ と が成果
や課題点 と して出て く る のか， 生涯学習の運営 と
学校教育 と の関わ り をまず明 ら かにする。 そ して
生涯学習の展開を含めた学校教育か ら の地域活性
の可能性を， その素材 と な る も の を探 り なが ら見
出すこ と と した。 本研究は， 教育及び地域全体に
資する こ と を 目 指す も のである。
2 先行実践の検討
(1) A高等学校での生涯学習の実践
A高等学校では， 平成 1 3 年度 よ り 生涯学習講座
を開講 してお り ， 平成 23 年度前期ま での修了者は
のべ 1， 445 名 であ る。 講座は前期 ( 5 '"'-' 9 月 ) と
後期 (10'"'-' 2 月 ) の年間 2 つの時期に実施を して
お り ， 各期 と も 3 '"'-' 4 講座を開講 している。 生涯
学習講座のテーマは， 近年は 「パ ソ コ ンJ I芸術 (篠
笛 ・ 書道) J I郷土の歴史 ・ 文化 (そば作 り ) J で定
着を している。 各講座はいずれ も 当 学校の生徒お
よ び地域の一般の方々 が受講する こ と ができ る。
生涯学習講座の趣旨 は， 当 学校の規定に よ る と
次の 4 点である。
① 「いつでも ・ ど こ で も ・ 誰でも 自 由 に学習機会
を選択 して学ぶ こ と ができ る j 環境作 り を 目 指
す。
②県民の生涯学習ニーズに応え， リ カ レン ト 教育
や リ フ レ ッ シュ教育の拠点 と な る。
③本校の施設 ・ 設備を積極的に開放 した様々 な学
習機会を提供 し， 学習意欲を燃やす人た ちの集
いの場所を作る。
④本校生徒の学習に広が り を持たせ， 生徒たちが
社会人 と の交流の中で社会性を育む。
A校が講座を開講する にあた り ね ら い と したの
は， 現在の講座担当者に よれば主に 2 つあ る。 第
1 に社会に対 しての学校施設 と 学習環境の開放で
あ り ， 第 2 に 当学校の生徒が社会人 と 一緒に学ぶ
こ と その も のの機会の提供であ る。 後者にっし 1て
は， 社会人の学びか ら一生学び続け る と は ど う い
う こ と かについて生徒に感 じ取っ て ほ しい， そ こ
か ら学びの意欲に結びつけていき たい， と い う も
のであ る。 こ れ ら の趣旨のも と 生涯学習講座はA
校において実施 されている。
(2) A高等学校での生涯学習講座の検討
当 学校に生涯学習講座が導入 さ れてか ら ち ょ う
ど 1 0 年が経過 した現在， その趣 旨 は十分に達成 さ
れている も のだろ う か。 それは学校教育の中で展
開 さ れる と き の， 生徒の学習 と 結びついてい る の
だ ろ う か。 さ ら に こ の よ う な生涯学習講座の趣旨
の達成や運営について， 当学校の講座担当 者を含
めた教職員 は どの よ う な認識を明主持 っ て い る の
だろ う か。
当 学校では， 各講座の終了 ご と に一般の方 と 生
徒 を含めた受講生を対象にその受講 した講座に関
す る ア ンケー ト を行っている。 そ こ では生涯学習
講座での学習の内容そ の も の は分か り やす く て よ
かっ た と する 回答が多い。 別のア ンケー ト ではあ
る 生徒か ら， 学ぶこ と は年齢や環境が違っ て も変
わ ら ない こ と だ、 と 思っ た， と い う 言葉 も あ る。 他
方， 受講生閉ま たは一般の方 と 生徒 と の相互 と の
直接の関わ り が学習 に結びついた と い う 回答はほ
と ん どない。 あ る担当者に よれば 「特にパ ソ コ ン
で は一般の方 と 生徒の も と も と の情報ス キルの差
が顕著であ る。 あ る程度ス キノレを持つ生徒に と っ
て は講座内容が簡単 と 映る か も しれなし リ と の こ
と であ る 。 同時に， 生涯学習講座の時間帯が生徒
の他の授業の履修と 重な っ ている こ と が多いな ど，
講座の運営に関 して誌彊点を持つ指摘 も あ る。 平
成 23 年度の開講講座 と 定員， 受講者数は表 1 ， 表
2 の と お り である。
表 1 . 平成 23 年度前期の生涯学習講座
講座名 (前期) 疋かよ+貝仁コ 全体 一般 生徒
パ ソ コ ン 30 18 8 10  
パ ソ コ ンを活用 し 20 12  4 8 
ょ う
芸術に親 しむ 15 12  5 7 
(篠笛)
山形ふる さ と 探訪 15 14 3 1 1  
U堅史遺産)
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表 2 . 平成 23 年度後期の生涯学習講座
講座名 (後期) 定員 全体 一般 生徒
WORD を 2010 で学 20 18 17 1 
ぼ う
WORD . EXCEL を 30 17  8 9 
2010 で始め よ う
芸術に親 しむ 15 5 5 。
(書道)
山形ふる さ と 探訪 15 6 5 1 
(そば作 り )
後期の生涯学習講座については生徒数の全体に
おける 比率が比較的少ない。 これは， 講座が長期に
わた る上で特に年度末は試験や就職に関わ る も の
と 時期が重な っ て く る こ と が大き な理由 と な り 例
年少な く な る と の こ と であ る。 こ の よ う な こ と か
ら， 生徒が社会人 と の交流の 中で学ぶ と い う 趣旨
については現在では課題があ る と 言 え る。
それではその他の趣旨の達成や生涯学習講座の
運営については当学校では どの よ う に捉え られて
い る だろ う か。 全教職員が生涯学習 に関する意見
を交わすよ う な機会は こ れま でほ と ん ど持ててい
ない と い う こ と であ る 。 そ こ で， こ の点を明 ら か
にする た めに講座担当者を含めた教職員を対象 と
する ア ンケー ト を実施 した。
3 実践 と結果 (明 ら か にな っ た こ と )
「生涯学習講座に関す る ア ンケー ト調査j を 20 1 1
年 1 1 月 22�24 日 にかけてA高等学校において実
施。 教職員 37 名 か ら 回答 を得た。 各質問項 目 と 結
果の概要は次の と お り である。
項 目 1 : 本校の生涯学習は， 地域や社会に貢献 し
ている ( 4 分法に よ る ， 日 、い え- 4 はし 、)
1 に 3 名 (8. 1%) ， 2 に 3 名 (8. 1%) 
3 に 14 名 (37.8%) ， 4 に 17 名 (45.9%)
項 目 2 : 本校の生涯学習は生徒のためになってい
る ( 4 分法に よ る ， 1 いいえ 4 はい)
1 に 2 名 (5.4%) ， 2 に 8 名 (21.6%)
3 に 19 名 (51.4%) ， 4 に 8 名 (21.6%)
項 目 3 : 本校が生涯学習 を持つ こ と は学校全体に
と っ てフ。ラ ス であ る ( 4 分法に よ る ， 1 いいえ-
4 はし \)
1 に 2 名 (5.4%) ， 2 に 11 名 (29.7%)
3 に 14 名 (37.8%) ， 4 に 10 名 (27.0%)
こ の項 目 3 は項 目 2 に比べ， 3 の割合が減 り 2
の割合が増えている。 こ こ で 2 を選択 した人の次
の記述項 目 の回答の内容を見てみる と ， 特に教師
の負担感に言及 してい る も の が多 く み られる。
項 目 4 : 本校が生涯学習 を持っ てい る こ と ， ま た
は生涯学習の内容について どの よ う な考えをお持
ちですか ( 自 由 記述式)
各回答で特に言及 さ れてい る 事柄を抽出する と ，
. 教職員の負担 と な る
・ 生涯学習講躍の 内容や運営が固定化 (マ ンネ リ
化) してい る
・ 生涯学習の 目 的 ・ 趣 旨の見直 しが必要である
. 開かれた学校 ・ 学校の P R と して有効であ る
. 生涯学習講座の内容そ の も のが充実 している
・ 生徒の学習に関わる意見 (一般の方 と の交流の
促進が必要， 生徒に と っ て講座の選択が困難)
と い う 視点での意見がそれぞれ多 く 見 られた所で
あ る。 特に記述が多かったのが 「聞かれた学校」
に関する も のであ り ， 12 名 (32.4%) の回答に こ
れが含まれてい る 。
A校の生涯学習講座の実践及び教職員への ア ン
ケー ト か ら， 次の成果 と 乱喧が粕〆敷的に見受 け ら
れる。 すなわち成果 と しては， 開かれた学校 と し
ての役割 と い う 点である。 こ こ は教職員の認識も
強 く ， 一般の方の参加 も あ り 学習が展開 されてい
る。 他方誌題 と し て は， 生徒への効果 と い う 部分
であ り ， 講座への参加数 (特に後期の少な さ) や
そ こ での一般の方 と の相互交流の弱し 1所な どが現
時点で指摘でき る 。
学校教育 と 生涯学習の接続については， 地域の
一般の方への学校開放と な る 生涯学習には学びの
機会の提供に よ り 変化する社会への 「適応j の要
素 と 豊かな学びに よ る 「 白 己実現」 の要素があ る 。
生徒保Ijか ら考えれば， 生涯学習講座は 自 己実現に
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向か う 要素が強 く ウ ェイ ト を 占める。 こ こ に大人
と の関わ り が入ればコ ミ ュ ニケ}シ ョ ンに よ る学
びの豊か さ が広が り ， 人格形成や門脇厚司の言 う
社会力の育成に も 深 く つながっ て く る。 よ っ て，
一般の方 と 一緒に学ぶこ と か ら の相乗効果 こ そが，
学校教育での生涯学習講座に求め られる。 振 り 返
っ て A校の実践は ど う か。 実は 「パ ソ コ ン」 と 「芸
術J ["ふる さ と 探訪J は内容にそれぞれ異なっ た特
質を持ち， 前者は適応の要素が強 く 後者は 自 己実
現の要素が強い。 さ ら に生徒は現状では 「パ ソ コ
ン」 か ら得 られる学習量が一般の方よ り 相対的に
少ない。 これに対 して 「芸術J ["ふる さ と 探訪」 は
自 己実現 と 結びつ く 取組みだ と いえる。 適応を 目
的 と せず， 芸術本来の持つ文化性が豊かさ と つな
が る か ら である。
そ して， 教職員の負担感についてである。 A校
の生涯学習講座で も ア ンケー ト 結果 と して負担感
に関わる意見が数点見 られた。 ただこ こ に は特筆
すべき 点が あ り ， 現在の講座担当者か ら はほ と ん
ど こ の回答が出ていない。 担当者か ら は教えてい
て楽 しい， やっ てい く 価値を感 じ る と い う 言葉 も
あ る。 江間史明の言葉を借 り れば仕事量そ の も の
に よ る のではな く その人の投下 した時間 ・ 労力 と
リ タ ー ン と の差に よ っ て負担感は生 じる も のであ
る。 そ う し 寸 意味では講座を担当する こ と は リ タ
ー ンが大 き い と 捉え られる。 よ く 焦点 と な り う る
「負担感j であ る が， 担当者か ら の手ごた えやや
り がいの発信が講座についての共通理解に結びっ
く 。
4 考察
学校教育での生涯学習について取 り 上げて き た
が， こ の生涯学習は地域活性に結びつ く も ので、あ
る と 考える。 私は， 次の も のを地域活性の 1 つの
柱 と 捉える。 それは， 活性 と い う も のを考え る に
当 り 根本 と な る のはその地域の成員の幸福， すな
わち 自 己実現 と する も のであ る。 自 己実現 と は ラ
ン グ ラ ンの言葉では “存在の発展" と い う よ う に
も 表 さ れ る が， 私はよ り 広い概念で 自 己の満足度，
幸福感も含む。 自 己実現のためには他者 と の交流
も 大 き な役割を果たすので コ ミ ュ ニケーシ ョ ンは
自 己実現を促進する。 よ っ て地域活性の柱 と は (
地域の成員が コ ミ ュ ニケ}シ ョ ンを持ち望ま しい
自 己実現を 図 る こ と ができ る こ と ) であ る。
そ して生涯学習 の 目 的を 2 つの柱で捉える。
①変化する社会への適応
②望ま しい 自 己実現
である。 そ う した と き ， 地域活性に結びつ く のは
直接的には②の要素であ る。 そのため芸術や趣味
的 ・ 教養的な講座内容は 自 己実現 と と も に地域活
性に もつながる。 地域の素材や伝統文化に関する
も の を扱っ た場合にはその 内容か ら見て よ り 地域
活性につなが る と 言える。 加 えて①②の場合 と も
講座の 中でコ ミ ュ ニケーシ ョ ンがあ る か学ぶこ と
そ の も の に満足感を得る と なれば， こ れも ま た 自
己実現を促進 し地域活性 と 結びつ く のである。
そ して①②については学校教育で展開 される生
き 方在 り 方を教え る キ ャ リ ア教育 と 同 じ要素 ( 目
的) を持つ。 そのため学校教育 と い う 所か ら特に
②に よ っ て地域活性へ と 結びつ く こ と ができ る。
キ ャ リ ア教育では職業の選択に関わる事柄や職業
観 ・ 勤労観を育むこ と も含むが， こ こ では特に 自
己実現に係る部分を共通の も の と して生涯学習及
び地域活性 と つ な ぐ も のであ る。 よ っ て， 生涯学
習や学校教育での展開 に よ る 自 己実現の大き さ が
地域活性の大き さ につなが る。
生涯学習か ら広げて， 学校教育か ら の地域活性
の可能性を 自 己実現に見出 した。 こ こ で 自 己実現
を よ り 図 る 上での具体的な素材 と して， 菊地和博
の， 民俗芸能 と 地域社会， 教育 と のつなが り の実
践 と 指摘が大き な示唆を も た らす。 地域と 密接に
関わる民俗的行事は地域にお け る 自 己実現 (すな
わち人間性を豊かに し地域への愛着を生み多 く の
人 と の関わ り を持つ こ と に よ る) を強め る と と も
に， 行事それ 自 体が地域活性 と な る のであ る。 そ
して民俗芸能を特に学校教育に取 り 入れる こ と の
効果を菊地の言葉を参考に次の 3 つに整理 した。
①生徒の 自 己実現に資する。 生き方在 り 方に係る
キ ャ リ ア教育 と 共通 して結びつ き 展開 さ れ う る
②地域への愛着を起こすこ と と な る (地域活性へ
の方向付け を強め る )
③大人や地域の他の人 と 関わ り が持て る。 こ こ か
ら は社会力の育成 (キ ャ リ ア教育 と もつなが る )
や問題行動解決の可能性も も た らす
である。 菊地に よ れば， 民俗芸能は健やかな成長
を促 し教育の危機す ら 打開する も のである。 さ ら
に菊地 と の対談に よ る大原盤の言葉を参考にすれ
ば， 民俗芸能は 「豊かさ 」 を本来備えてい る。 こ
れだけで生涯学習 と しての学びに も な り 深い 自 己
実現が 図 られる。 そ して身体表現に よ る 自 己肯定
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感の促進 と 健やかな成長への寄与， 地域の大人 と
の コ ミ ュ ニケーシ ョ ンが あ る。 民俗芸能は， 学校
教育や生涯学習 と の親和性が高い と 言える。 それ
は， 地域活性に もつなが る のである。
こ こ ま での所で， 自 己実現 と 地域活性lこつなが
る学校教育 (学校での生涯学習運営を含む) での
具体的素材 と して民俗芸能に着 目 を した。 も し こ
れに代替する も のが あ る と した ら どの よ う な も の
が挙げ られるか。 必須の要件 と して考え られる 3
点をあげてみた。
①学校教育 と のマ ッ チング、
②地域に愛着を起 こすよ う な地域に関わる も の
③生徒 と 大人 と の コ ミ ュ ニケーシ ョ ン
である。 ③は 自 己実現を促進する と 共に杜会力，
教育 と のマ ッ チングも強ま る も のである。 こ れ ら
を含む も のが学校教育での地域活性に資す る 素材
と な る。 だが素材の本来性の 「豊か さ 」 に よ っ て
強化の度合いは左右する 。 なお， 学校教育に取 り
入れる に 当 つ ては学校規模を考慮 して接点を見出
す必要が ある。
5 到達点 と 課題
生涯学習の検討か ら， 地域活性につなが る学校
教育での展開 について理論的構築ができ た。 今後
は民俗芸能が学校教育または生涯学習に接続 して
い る事例を検討 し， 学校 と く に都市の普通科高校
と 民俗芸能 ( も し く はそれに値する も の) の接点
を見出 し結びつけ る こ と を課題 と する。
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